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い
。
ま
た
、
調
査
は
十
分
に
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
以
上
調
査
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
市
民
に
不
信
を
与
え
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
社
に
は
口
頭
注
意

を
行
っ
た
。

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
中
井　
高
英

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

成
24
年
で
は
17
歳
以
下
の
子
ど
も
６

人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
の
貧
困
状
態
を
把
握
し
、
適

切
な
施
策
を
打
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
将
来
、

長
期
に
わ
た
っ
て
波
及
効
果
は
大
き
い
も
の

と
考
え
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
の
実
態
把

握
は
、
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、
把

握
す
べ
き
対
象
と
し
て
、
例
え
ば
、
生
活
保

護
受
給
世
帯
や
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
学
校
や
地
域
、
関
係
機
関

等
と
の
連
携
の
中
で
も
実
態
把
握
に
努
め
て

い
く
。

 

貧
困
状
態
の
子
ど
も
の
実
態
把
握
は

問答
第
２
回
定
例
会

　
一
般
会
計
予
算
質
疑
を
３
月
４
日
と
７
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質

疑
の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び

各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
５
月
中
旬
予
定
）

一
般
会
計
予

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田　
　
充

ア
サ
ヒ
興
産
㈱
に
委
託
し
た
ご
み
収

集
業
務
従
事
者
へ
の
給
与
支
払
い
が

同
社
以
外
の
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
委
託
約
款
に
あ
る
再
委
託
等
の
禁

止
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
平
成
27

年
12
月
定
例
会
で
の
指
摘
を
受
け
、
市
は
同

社
に
事
情
聴
取
な
ど
の
調
査
を
行
っ
た
が
、

関
係
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
向
で
あ
り
再
委
託
に
当
た
ら
ず
問

題
な
し
と
し
て
い
る
。
再
委
託
な
の
か
、
出

向
な
の
か
、
何
の
証
拠
も
判
断
材
料
も
な
い

状
況
で
出
向
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る

が
、
釈
明
と
再
調
査
を
求
め
る
。

今
回
の
件
に
つ
い
て
、
違
法
性
が
あ

る
と
い
う
認
識
や
疑
念
が
あ
る
の
な

ら
、
行
政
訴
訟
や
刑
事
告
訴
さ
れ
る
し
か
な

 

ご
み
収
集
業
務
の
再
調
査
を

問答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田　
嘉
夫

夏
の
風
物
詩
と
し
て
市
民
が
楽
し
み

に
し
て
き
た
弁
天
さ
ん
の
花
火
大
会

の
復
活
を
望
む
声
が
多
く
あ
り
、
主
催
者
側

で
も
再
開
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
平
成
28
年
の
開
催

に
つ
い
て
、
市
で
把
握
し
て
い
る
現
状
と
再

開
へ
向
け
た
市
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

関
連
す
る
各
団
体
に
お
い
て
、
再
開

に
向
け
て
防
火
管
理
体
制
の
構
築

な
ど
の
課
題
整
理
や
新
た
な
実
施
体
制
に
つ

 

花
火
大
会
の
開
催
予
定
は

問答

平
成
27
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、

市
民
会
館
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

福
祉
文
化
会
館
の
耐
震
結
果
を
踏
ま
え
て
、

一
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
工
程
、
手

法
を
用
い
て
一
体
化
の
検
討
を
進
め
て
い
く

の
か
。

跡
地
は
本
市
中
心
部
に
位
置
し
、
立

地
の
優
位
性
を
備
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
福
祉
文
化
会
館
と
の
一
体
的
な
利
用

を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
十
分
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
工

程
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
課
題
に
対
す
る
方

向
性
を
十
分
に
議
論
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
丁
寧

に
進
め
て
い
く
。

 

市
民
会
館
跡
地
利
用
の
検
討
は

問答
　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
安
孫
子　
浩
子

住
宅
政
策
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
高
齢

者
ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
や
誘
導

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
本
市
も
公

 

住
宅
政
策
の
在
り
方
は

問

質
疑

算

い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
市
が
主

体
と
な
っ
て
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

が
、
花
火
大
会
は
魅
力
あ
る
地
域
資
源
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
協
力
し
て
い
く
。
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市
議
会

だ
よ
り

の
交
差
点
改
良
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
西
河
原
西
交
差
点

は
、
開
発
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
立
体
交
差
化
に
早
期
に
着

手
す
る
よ
う
国
や
府
に
積
極
的
に
働
き
か
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
西

河
原
交
差
点
に
お
け
る
右
折
車
線
の

題
な
ど
総
合
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
市
と
し
て
も
、
民
間
事
業
者

と
と
も
に
住
宅
政
策
に
取
り
組
み
、
居
住
支

援
協
議
会
（
※
１
）
に
参
画
す
る
な
ど
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
固
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

窓
口
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
関
連
部
課
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
共
有
や
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、
庁
内
体
制
も
含
め
取
り
組
ん
で

い
く
。

営
住
宅
を
含
め
、
市
全
体
の
住
宅
の
あ
り
方

を
考
え
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
あ
る
自
治
体
の
住
宅
支
援
で
は
、
窓

口
が
一
元
化
さ
れ
、
民
間
の
不
動
産
協
会
な

ど
も
協
力
し
て
支
援
を
展
開
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
、
福
祉
や
環

境
の
面
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問

西河原交差点

（※１） 居住支援協議会 ：

次
頁
へ
つ
づ
く

答

　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村　
卓
司

国
道
171
号
の
西
河
原
交
差
点
は
事
故

が
多
く
、
右
折
車
線
の
設
置
要
望
も

あ
る
。
ま
た
、
歩
道
橋
は
高
く
、
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
に
は
不
評
で
あ
る
が
、
こ

 
交
差
点
の
安
全
対
策
を

問

答

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚　
　
　
理

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
選
挙
権

年
齢
が
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
若
年
層
の
政
治
参
加
に
大
き
な
期
待

が
あ
る
一
方
で
、
投
票
率
の
下
げ
止
ま
り
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
存
在
す

 

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
導
入
を

問

本会議（初日）
本会議（２日目）
議会運営委員会
本会議（３日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会改革推進委員会
本会議（最終日）
幹事長会
正副委員長会

３ 日
４ 日

７ 日
９ 日

10日
11日

17日

18日
22日
23日

３月

市議会のうごき

議会広報委員会
議会改革推進委員会
市街地整備対策特別委員会
議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会

14日
15日
20日
26日
28日

１月

２月
３ 日

４ 日

５ 日

17日
26日

本会議（初日）
選考委員会
本会議（２日目）
選考委員会
本会議（３日目）
選考委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会改革推進委員会
議員総会
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

必
要
性
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
面
で
課
題
は

認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
国
に
お
い
て
右
折

車
線
の
設
置
や
歩
道
橋
撤
去
を
含
め
た
交
差

点
改
良
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
河

原
西
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
南
北
の
交
通
量

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
府

に
対
し
て
早
期
対
策
を
要
望
し
て
お
り
、
本

市
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居促進を図るた
め、 地方公共団体や関係業者、 居住支援団体等が連携し、 住宅
情報の提供等の支援を実施するもの。
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が
装
着
さ
れ
て
お
ら
ず
使
用
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
か
。
ま
た
、
今
回
は
最
悪

の
事
態
を
免
れ
た
が
、
救
え
る
は
ず
の
命
が

救
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

当
時
の
点
検
体
制
は
、
管
理
人
が
、

毎
日
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
正
常
な
状
態
に
あ

る
の
か
を
確
認
し
、
月
１
回
バ
ッ
テ
リ
ー
等

の
点
検
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
今
回

与
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

協
働
事
業
を
行
う
際
は
、
実
施
主
体

と
な
る
担
当
課
は
職
務
上
、
す
で
に

関
係
団
体
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
責
任

の
所
在
等
に
つ
い
て
、
双
方
で
協
議
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

地
域
団
体
及
び
地
域
協
議
会
が
協
働
事
業
の

相
手
方
に
な
る
場
合
は
、
市
民
協
働
推
進
課

が
調
整
機
能
を
果
た
し
、
事
業
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

犯
協
会
彩
都
西
支
部
な
ど
か
ら
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
交
番
の
設
置
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、
彩
都
建
設
推

進
協
議
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住

民
と
一
緒
に
大
阪
府
警
察
本
部
及
び
茨
木
警

察
署
に
対
し
、
交
番
設
置
の
要
望
活
動
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

る
。
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、
若
年
層
か
ら

政
治
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
（
※
２
）
に

つ
い
て
、
現
状
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
現
状

で
も
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
小

学
校
６
年
生
の
社
会
科
や
中
学
校
社
会
科
の

公
民
的
分
野
を
中
心
に
学
習
し
て
い
る
。
府

内
で
は
、
本
物
の
投
票
箱
を
使
っ
た
選
挙
体

験
や
模
擬
投
票
か
ら
気
付
く
こ
と
を
話
し
合

う
取
り
組
み
等
も
あ
り
、
今
後
、
国
や
他
市

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
問
つ
づ
き

（※３） AED （自動体外式除細動器） ： 心臓の状態をコンピューターが正確に解析し、 必要な時だけ電気ショック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を与え、 心臓の動きを正常に戻す医療機器。

彩都あさぎ付近

　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
田
中　
総
司

市
民
協
働
の
推
進
に
関
し
て
、
協
働

を
行
お
う
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
の

一
覧
表
を
作
成
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一

覧
が
で
き
る
ま
で
は
、
そ
の
事
業
が
協
働
に

適
し
て
い
る
か
の
判
断
を
含
め
、
市
民
協

働
推
進
課
と
事
前
協
議
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
。
ま
た
、
地
域
団
体
と
協
働
す
る
場
合
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
地
域
と
の
調
整
機
能

を
持
た
な
い
た
め
、
市
民
協
働
推
進
課
が
関

 

協
働
事
業
の
推
進
に
調
整
機
能
を

問

答
　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
滝
ノ
上　
万
記

平
成
27
年
12
月
に
春
日
丘
運
動
広
場

で
中
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る

最
中
に
倒
れ
、
管
理
事
務
所
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
※
３
）
を
使
お
う
と
し
た
が
、
バ
ッ
テ
リ
ー

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
体
制
の
強
化
を

問

答

　定例会は、６月、９月、12 月、
３月に開催します。
　本会議、委員会は、所定の受付簿
に住所・氏名を記入するだけで傍聴
できます。
　なお、お子様連れでも安心して本
会議を傍聴できるよう「特別傍聴室」
を設置していますので、ご利用くだ
さい。

答
　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野　
　
巖

彩
都
地
域
の
人
口
、
企
業
数
は
、
行

政
組
織
で
い
う｢

町｣

が
形
成
さ
れ

る
規
模
に
ま
で
な
っ
て
お
り
、
人
口
や
企
業

な
ど
が
増
え
れ
ば
、
犯
罪
や
交
通
事
故
等
が

発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
の
発
生
数

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
当
地
域
か

ら
は
大
阪
府
公
安
委
員
会
に
対
し
、
交
番
の

早
期
設
置
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

犯
罪
数
、
事
故
数
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、
夜
間
の
暴
走
行
為
な
ど
の
問

題
や
盗
難
事
件
、
暴
行
事
件
が
発
生
し
、
住

民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
お
り
、
自
治
会
や
防

 

彩
都
地
域
の
防
犯
対
策
は

問答

（※２） シティズンシップ教育 ： 社会の一員として自立し、 権利と義務の行使により、 社会に積極的にかかわろうと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 する態度を身に付けるための社会形成 ・ 社会参加に関わる教育。

議会を傍聴しませんか

平成 27 年度の傍聴者数

本 会 議 傍 聴 者 数
４月臨時会 0人
６月定例会 15人
９月定例会 73人
12 月定例会 14人
２月臨時会 2人
３月定例会 66人
合 　 　 計 170人

市役所本館東玄関に設置しているＡＥＤ

※詳しい日程等は市議会ホームページで
　ご案内します。
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市
議
会

だ
よ
り

食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
が
、
先
進
市
の

状
況
を
参
考
に
今
後
検
討
し
た
い
。

報
を
収
集
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
情
報
を

広
く
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康

へ
の
関
心
を
広
げ
る
一
助
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
総
合
的
に
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
条
例
を
制
定
す
れ

ば
、
さ
ら
に
取
り
組
み
が
進
む
の
で
は
な
い

か
。

追
跡
調
査
で
収
集
し
た
貴
重
な
情
報

は
、
受
診
率
向
上
に
向
け
た
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
お
知
ら
せ
し
、
啓
発
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
受
診
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
活

用
方
法
が
な
い
の
か
検
討
す
る
。
ま
た
、
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
、「
健
康
い
ば
ら
き
21
・

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂　
　
睦
子

公
益
通
報
制
度
に
つ
い
て
、
本
市
で

は
、
職
員
の
懲
戒
等
処
分
の
指
針
に

内
部
通
報
及
び
告
発
と
い
う
規
定
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、
非
違
行
為
の
事
実
を
通
報
し
た

職
員
は
い
か
な
る
不
利
益
も
受
け
な
い
と
あ

る
。
そ
の
規
定
は
、
公
務
員
の
守
秘
義
務
と

の
関
係
で
、
非
違
行
為
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
で
も
適
用
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
内
部
告

発
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る

の
か
。

指
針
の
規
定
上
、
非
違
行
為
の
事
実

を
通
報
し
た
職
員
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
般
的
に
事
実
が
あ
っ
た
場
合
と
考

え
ら
れ
る
が
、
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
も
同
様

に
取
り
扱
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

守
秘
義
務
と
内
部
告
発
を
明
確
に
定
め
た
も

の
は
な
い
が
、
通
報
の
対
象
は
犯
罪
行
為
の

事
実
等
を
指
す
も
の
で
あ
る
た
め
、
秘
密
と

し
て
保
護
す
る
に
値
せ
ず
、
守
秘
義
務
違
反

に
問
わ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

公
益
通
報
制
度
の
適
用
範
囲
は

問答

平成27年度補正予算を可決

　●一般会計補正予算（第４号）
　　　841,665 千円を減額し、87,775,747 千円

　●財産区特別会計補正予算（第１号）
　　　1,719 千円を追加し、5,333,803 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　189,444 千円を追加し、34,492,328 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　68,684 千円を減額し、3,309,980 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　　　146,265 千円を減額し、15,827,176 千円

　●下水道等事業会計補正予算（第２号）
　　　671,176 千円を減額し、11,951,396 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　180,637 千円を減額し、7,009,769 千円

　平成 27年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、６、７ページをご参照
ください。

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
山
下　
慶
喜

平
成
27
年
12
月
定
例
会
で
の
ア
サ
ヒ

興
産
㈱
と
の
ご
み
収
集
業
務
委
託
契

約
の
指
摘
に
つ
い
て
、
再
委
託
で
は
な
く
３

社
か
ら
順
に
出
向
を
受
け
た
と
の
調
査
結
果

報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
出
向
を
証
明
す

る
覚
書
や
各
会
社
の
就
業
規
則
等
の
確
認
を

し
た
の
か
。
ま
た
、
市
が
作
っ
た
「
公
契
約

の
受
注
・
履
行
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
」

を
、
市
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

出
向
を
証
明
す
る
当
時
の
関
係
資
料

は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
各
社
の
就
業
規
則
等
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
調
査
が
業
務
委
託
契
約
に
反
し
て
再

委
託
を
し
て
い
た
の
か
を
焦
点
に
調
査
し
た

も
の
で
あ
り
、
調
査
の
対
象
外
で
あ
る
。
ま

た
、
留
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
市
の
登
録
業

者
に
配
布
し
、
誓
約
書
を
徴
取
す
る
こ
と
に

よ
り
法
令
順
守
を
促
す
も
の
で
あ
り
、
市
が

全
登
録
業
者
及
び
全
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

 

ご
み
委
託
業
者
の
法
令
順
守
は

問答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本　
光
宏

が
ん
検
診
等
に
お
い
て
、
追
跡
調
査

を
行
い
、
が
ん
発
見
患
者
数
等
の
情

 

健
康
医
療
関
連
情
報
の
活
用
を

問

答

の
事
例
後
、
全
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
再
点
検
を
行

い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
確
認
し
た
時
刻
を
業
務
日
誌

に
記
入
す
る
な
ど
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
点
検
を
管
理
業
務
委
託
の
仕
様
書
に

追
加
し
、
よ
り
確
実
な
管
理
を
行
っ
て
い
き

た
い
。


